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【課題の概要】 

 本研究は、大腸における発がん誘導因子として大腸菌が産生

するコリバクチンの研究成果に立脚したものである。具体的に

は、コリバクチンによる発がんメカニズムの解明、産生菌の感

染ルート解明、高感度検出法の確立、産生菌増殖抑制及び化合

物産生阻害化合物の探索を行う研究計画となっている。がん予

防医学、病理学、腸内細菌学の専門家を研究分担者とし、多角

的な視点からコリバクチンの大腸がんへの関与を明らかにする

ことを目指している。 

 

【学術的意義、期待される研究成果等】 

 大腸がんの発生に関わるコリバクチンとその産生腸内細菌に

着目し、そのメカニズム解明、感染ルート、高感度検出、生合

成阻害剤（創薬）を目指す意義の高い提案である。研究計画に

おけるコホート研究や病理学的研究などの医学的アプローチに

より、予防医学の分野で大きな波及効果が期待される。目的が

達成されれば、胃がんにおけるピロリ菌のように、大腸がんの

予防への多大な貢献が期待される。 

 


